
　非連続な変化が続くと予測されるなか、組織としての課題解決力を高めていくためには、理念を共有し、自らの役割を認識し、そして役職員が自律的に活躍していくカルチャーが必要だと考
えています。これを受けて、私たちは“持続可能な環境や社会のために未来に向けてどのような貢献をしていくのか”という問いに対する「パーパス（私たちの存在意義）」を定めています。
　このパーパスのもと、私たちが中長期的に向き合っていく環境・社会課題を「重要課題」、この課題解決に向けて私たちが中期的に目指す姿を「中期ビジョン」として設定しています。また、こ
の目指す姿の実現に向けて、私たちが日々業務を実践していくにあたり、土台とするべき価値観を「共有価値観」として定めています。

パーパス（私たちの存在意義）

中期ビジョン

共有価値観

パーパス実現のための
重要課題
（マテリアリティ）

パーパス
（私たちの存在意義）

Materiality

価値観
Shared Value

事業活動
Vision/Strategy

理念
Purpose

農林水産業の
“稼ぐ力”の強化

自然と共生する
社会の実現

強靭な
食料システムの

実現

国内外での
“豊かな”くらしの

実現
脱炭素社会の
実現

パーパス実現の
ための重要課題
（マテリアリティ）

P.31

「Nochu Vision 2030 ～未来を見据え、変化に挑む～」

会員への安定的な収益・
機能還元の発揮

農林水産業・地域の持続的な発展

変化に挑戦し続ける柔軟で強靭な
組織の実現

デジタルとリアルの最適融合による
組合員・利用者への価値創造

地球環境・社会・経済への
インパクト創出

ステークホルダーのみなさまとともに、
農林水産業をはぐくみ、豊かな食とくらしの未来をつくり、

持続可能な地球環境に貢献していきます

持てるすべてを「いのち」に向けて。

成長チャレンジチームワークプロフェッショナリティグローカル

中期ビジョン
P.28〜29

P.56

共有価値観

パーパス
（私たちの存在意義）

P.2
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